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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月2日(2011.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＤＩＮ ５３２４０により測定してヒドロキシル価≧１８０ｍｇ ＫＯＨ／ｇおよび溶解
パラメーターＳＰ≦１０を有することを特徴とする、高ヒドロキシル価を有するヒドロキ
シ官能性結合剤。
【請求項２】
　８．８～１０．０、有利には９．２～１０．０のＳＰ値を有することを特徴とする、請
求項１記載の結合剤。
【請求項３】
　ＤＩＮ ５３２４０により測定して≧２００ｍｇ ＫＯＨ／ｇ、有利には２００～２４０
ｍｇ ＫＯＨ／ｇのＯＨ価を有することを特徴とする、請求項１または２記載の結合剤。
【請求項４】
　酢酸０．１質量％を有するＴＨＦ中でのポリスチレン標準を用いたＧＰＣにより測定し
て≦４０００ｇ／モル、有利には１５００～４０００ｇ／モル、特に有利には２０００～
３５００ｇ／モルの数平均分子量を有することを特徴とする、請求項１から３までのいず
れか１項記載の結合剤。
【請求項５】
　ポリエステルポリオール、ポリアクリレートポリオール、ポリウレタンポリオール、ポ
リエーテルポリオール、ポリカーボネートポリオールまたは前記ポリオールの任意の混合
物であることを特徴とする、請求項１から４までのいずれか１項記載の結合剤。
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【請求項６】
　ポリエステルポリオールであり、かつ前記ポリエステルの少なくとも１個のヒドロキシ
官能基が、少なくとも１つの非環式脂肪族モノカルボン酸でエステル化されていることを
特徴とする、請求項５記載の結合剤。
【請求項７】
　前記ポリエステルの少なくとも１個のヒドロキシ官能基が、異性体Ｃ8～Ｃ9－モノカル
ボン酸の群から選択された少なくとも１つの酸でエステル化されていることを特徴とする
、請求項６記載の結合剤。
【請求項８】
　前記ポリエステルの少なくとも１個のヒドロキシ官能基が、オクタン酸またはイソノナ
ン酸、さらに有利にはイソノナン酸でエステル化されていることを特徴とする、請求項７
記載の結合剤。
【請求項９】
　多分散性Ｍw／Ｍnが＜４、有利には＜２．５、特に有利には≦２．０であることを特徴
とする、請求項１から８までのいずれか１項記載の結合剤。
【請求項１０】
　超分岐樹枝状化合物であることを特徴とする、請求項１から９までのいずれか１項記載
の結合剤。
【請求項１１】
　非環式脂肪族モノカルボン酸、有利には異性体Ｃ8～Ｃ9－モノカルボン酸で部分的にエ
ステル化されたポリエステルであり、該ポリエステルは、ヒドロキシ官能性ポリエステル
の部分エステル化により製造可能であり、他方で該ヒドロキシ官能性ポリエステルは、反
応性および場合により保護されたヒドロキシル末端基を有する樹枝状高分子多官能性ポリ
アルコール（ポリエステルポリオール）の合成法により製造可能であり、
－その際、該高分子ポリアルコールは、ｎ個の反応性基（Ａ）を有するモノマーまたはポ
リマーの開始剤分子に由来するｎ個の樹枝状枝分かれを持ち、その際、全ての枝分かれは
、ｇ個の分岐世代を包含し、その際、全ての世代は、少なくとも２個が反応性ヒドロキシ
ル基（Ｂ）であり、かつ１個が反応性基（Ａ）および／またはヒドロキシル基（Ｂ）と反
応性のカルボキシル基（Ｃ）である、３個の官能基を有する少なくとも１つのポリマーま
たはモノマーの分岐連鎖延長剤を包含し、かつ場合により少なくとも１つのスペーサー世
代を包含し、該世代は、１個が保護されたヒドロキシル基（Ｂ''）であり、かつ１個がヒ
ドロキシル基と反応性の基（Ｄ）である、２個の官能基を有する少なくとも１つのスペー
サー連鎖延長剤を包含し、その際、ｎおよびｇは整数であり、かつ少なくとも１であり、
－その際、（ｉ）使用されるモノマーまたはポリマーの連鎖分岐延長剤の２個のヒドロキ
シル基（Ｂ）は、アセタール保護されたヒドロキシル基（Ｂ'）であり、その際、アセタ
ールによる保護は、２個のヒドロキシル基（Ｂ）と、アセタール形成カルボニル化合物と
の反応によって得られ；かつ
－（ｉｉ）第一の分岐世代が、反応性基（Ａ）対カルボキシル基（Ｃ）の少なくとも１の
モル比での、反応性基（Ａ）とカルボキシル基（Ｃ）との反応によって開始剤分子に付加
され、それによって、アセタール保護されたヒドロキシル基（Ｂ'）および１つの世代を
包含するｎ個の樹枝状枝分かれとを有する高分子ポリアルコールが得られ、その際、アセ
タール保護されたヒドロキシル基（Ｂ'）が、場合によりアセタール開裂によって脱保護
され、それによって、反応性ヒドロキシル基（Ｂ）を有する高分子ポリアルコールが得ら
れ；かつ、その際
－（ｉｉｉ）さらなる分岐世代が、ｇ－１の繰り返し工程において、アセタール開裂によ
る脱保護によって得られる反応性ヒドロキシル基（Ｂ）とカルボキシル基（Ｃ）との、ヒ
ドロキシル基（Ｂ）対カルボキシル基（Ｃ）の少なくとも１のモル比での反応によって付
加され、それによって、アセタール保護されたヒドロキシル基（Ｂ'）および２つ以上の
世代を包含するｎ個の樹枝状枝分かれとを有する高分子ポリアルコールが得られ、その際
、アセタール保護されたヒドロキシル基（Ｂ'）が、場合によりアセタール開裂によって
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脱保護され、それによって、反応性ヒドロキシル基（Ｂ）を有する高分子ポリアルコール
が得られ、かつ
－場合により（ｉｖ）工程（ｉｉ）および／または工程（ｉｉｉ）の全ての繰り返しに続
けて個々に
（ａ）部分的な保護、例えば使用可能な反応性ヒドロキシル基（Ｂ）のアセタール、ケタ
ールおよび／またはエステルとしての保護、それによって、工程（ｉｉｉ）または繰り返
される工程（ｉｉ）で使用するための少なくとも１個の反応性ヒドロキシル基（Ｂ）を有
する高分子ポリアルコールが得られ、および／または
（ｂ）任意のスペーサー連鎖延長剤の添加、これにより、保護されたヒドロキシル基（Ｂ
''）の脱保護後に、工程（ｉｉｉ）または繰り返される工程（ｉｉｉ）で使用するための
反応性ヒドロキシル基（Ｂ）および１つ以上の分岐世代を包含するｎ個の樹枝状枝分かれ
とを有する高分子ポリアルコールが生じ、かつ、少なくとも１つのスペーサー世代が少な
くとも１つの部分世代である；
が行われることを特徴とする、請求項１０記載の結合剤。
【請求項１２】
　≦１０、有利には≦８の酸価を有することを特徴とする、請求項１から１１までのいず
れか１項記載の結合剤。
【請求項１３】
　請求項１から１２までのいずれか１項記載の少なくとも１つの結合剤を包含するクリア
コート組成物。
【請求項１４】
　さらに少なくとも１つの硬化剤を包含し、かつ硬化剤のＳＰ値と結合剤のＳＰ値との差
が、最大１．０、有利には０．８、特に有利には０．６であることを特徴とする、請求項
１３記載のクリアコート組成物。
【請求項１５】
　少なくとも１つの硬化剤が、イソシアネート硬化剤、アミノプラスチック硬化剤または
トリスアルコキシカルボニルアミノトリアジン（ＴＡＣＴ）であることを特徴とする、請
求項１４記載のクリアコート組成物。
【請求項１６】
　請求項１から１２までのいずれか１項記載のヒドロキシ官能性結合剤の製造法において
、まず
－反応性および場合により保護されたヒドロキシル末端基を有し、ｎ個の反応性基（Ａ）
を有するモノマーまたはポリマーの開始剤分子に由来するｎ個の樹枝状枝分かれを持つ樹
枝状ポリエステルポリオールを製造し、その際、全ての枝分かれは、ｇ個の分岐世代を包
含し、その際、全ての世代は、少なくとも２個が反応性ヒドロキシル基（Ｂ）であり、か
つ１個が反応性基（Ａ）および／またはヒドロキシル基（Ｂ）と反応性のカルボキシル基
（Ｃ）である、３個の官能基を有する少なくとも１つのポリマーまたはモノマーの分岐連
鎖延長剤を包含し、かつ場合により少なくとも１つのスペーサー世代を包含し、該世代は
、１個が保護されたヒドロキシル基（Ｂ''）であり、かつ１個がヒドロキシル基と反応性
の基（Ｄ）である、２個の官能基を有する少なくとも１つのスペーサー連鎖延長剤を包含
し、その際、ｎおよびｇは整数であり、かつ少なくとも１であり、
－その際、（ｉ）使用されるモノマーまたはポリマーの連鎖分岐延長剤の２個のヒドロキ
シル基（Ｂ）は、アセタール保護されたヒドロキシル基（Ｂ'）であり、その際、アセタ
ールによる保護を、２個のヒドロキシル基（Ｂ）と、アセタール形成カルボニル化合物と
の反応によって得；
－かつ（ｉｉ）第一の分岐世代を、反応性基（Ａ）対カルボキシル基（Ｃ）の少なくとも
１のモル比での、反応性基（Ａ）とカルボキシル基（Ｃ）との反応によって開始剤分子に
付加し、それによって、アセタール保護されたヒドロキシル基（Ｂ'）および１つの世代
を包含するｎ個の樹枝状枝分かれとを有するポリエステルポリオールを得、その際、アセ
タール保護されたヒドロキシル基（Ｂ'）を、場合によりアセタール開裂によって脱保護
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し、それによって、反応性ヒドロキシル基（Ｂ）を有するポリエステルポリオールを得；
かつ、その際、
－（ｉｉｉ）さらなる分岐世代を、ｇ－１の繰り返し工程において、アセタール開裂によ
る脱保護によって得られる反応性ヒドロキシル基（Ｂ）とカルボキシル基（Ｃ）との、ヒ
ドロキシル基（Ｂ）対カルボキシル基（Ｃ）の少なくとも１のモル比での反応によって付
加し、それによって、アセタール保護されたヒドロキシル基（Ｂ'）および２つ以上の世
代を包含するｎ個の樹枝状枝分かれとを有するポリエステルポリオールを得、その際、ア
セタール保護されたヒドロキシル基（Ｂ'）を、場合によりアセタール開裂によって脱保
護し、それによって、反応性ヒドロキシル基（Ｂ）を有するポリエステルポリオールを得
、かつ
－場合により（ｉｖ）工程（ｉｉ）および／または工程（ｉｉｉ）の全ての繰り返しに続
けて個々に
（ａ）部分的な保護、例えば使用可能な反応性ヒドロキシル基（Ｂ）のアセタール、ケタ
ールおよび／またはエステルとしての保護、それによって、工程（ｉｉｉ）または繰り返
される工程（ｉｉ）で使用するための少なくとも１個の反応性ヒドロキシル基（Ｂ）を有
するポリエステルポリオールを得、および／または
（ｂ）任意のスペーサー連鎖延長剤の添加、これにより、保護されたヒドロキシル基（Ｂ
''）の脱保護後に、工程（ｉｉｉ）または繰り返される工程（ｉｉｉ）で使用するための
反応性ヒドロキシル基（Ｂ）および１つ以上の分岐世代を包含するｎ個の樹枝状枝分かれ
とを有するポリエステルポリオールが生じ、かつ、少なくとも１つのスペーサー世代が少
なくとも１つの部分世代である；
を行い、
－続けて、非環式脂肪族モノカルボン酸、有利には異性体Ｃ8～Ｃ9－モノカルボン酸との
ポリエステルポリオールの部分エステル化を行うことを特徴とする、請求項１から１２ま
でのいずれか１項記載のヒドロキシ官能性結合剤の製造法。
【請求項１７】
　超分岐樹枝状ヒドロキシ官能性ポリエステルを、少なくとも１つの非環式脂肪族モノカ
ルボン酸、有利には少なくとも１つの異性体Ｃ8～Ｃ9－モノカルボン酸と部分的にエステ
ル化することを特徴とする、請求項１から１２までのいずれか１項記載のヒドロキシ官能
性結合剤の製造法。
【請求項１８】
　請求項１３から１５までのいずれか１項記載のクリアコート組成物でコーティングされ
た基材。
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